
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶を介して対向配置される各基板のうち一方の基板の液晶側の面に、並設された複数
のゲート信号線とこれらゲート信号線に交差して並設された複数のドレイン信号線で囲ま
れた領域を画素領域とし、
　該画素領域にゲート信号線からの走査信号によって作動するスイッチング素子と、この
スイッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極とを備え
、
　カラー表示の３画素は、ゲート信号線に沿った偶数列目の互いに隣接する２個の画素と
奇数列目のそれに近接する１個の画素と、および奇数列目の互いに隣接する２個の画素と
偶数列目のそれに近接する１個の画素とから構成し、それらを交互に配列させて構成され
ているとともに、
　前記ドレイン信号線は、偶数列目の画素の間を走行する間に鈍角で屈曲させ、そのまま
直線状に延在させた後に、奇数列目の画素の間を走行する間に鈍角で前記屈曲と反対方向
に屈曲されて延在され
　

ていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　液晶を介して対向配置される各基板のうち一方の基板の液晶側の面に、並設された複数
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のゲート信号線とこれらゲート信号線に交差して並設された複数のドレイン信号線で囲ま
れた領域を画素領域とし、
　該画素領域にゲート信号線からの走査信号によって作動するスイッチング素子と、この
スイッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と、この
画素電極との間に電界を生じせしめる対向電極を備え、
　カラー表示の３画素は、ゲート信号線に沿った偶数列目の互いに隣接する２個の画素と
奇数列目のそれに近接する１個の画素と、および奇数列目の互いに隣接する２個の画素と
偶数列目のそれに近接する１個の画素とから構成し、それらを交互に配列させて構成され
ているとともに、
　前記ドレイン信号線は、偶数列目の画素の間を走行する間に鈍角で屈曲させ、そのまま
直線状に延在させた後に、奇数列目の画素の間を走行する間に鈍角で前記屈曲と反対方向
に屈曲されて延在され
　

ていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　液晶を介して対向配置される各基板のうち一方の基板の液晶側の面に、並設された複数
のゲート信号線とこれらゲート信号線に交差して並設された複数のドレイン信号線で囲ま
れた領域を画素領域とし、
　該画素領域にゲート信号線からの走査信号によって作動するスイッチング素子と、この
スイッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と、対向
電圧信号線に接続され前記画素電極との間に電界を生じせしめる対向電極を備え、
　前記画素電極は有機材料層からなる保護膜の下層側に形成されているとともに、前記対
向電極は前記保護膜の上層側にて前記ドレイン信号線に重畳されたものを有し前記ゲート
信号線に重畳された前記対向電圧信号線と一体に形成され、
　カラー表示の３画素は、ゲート信号線に沿った偶数列目の互いに隣接する２個の画素と
奇数列目のそれに近接する１個の画素と、および奇数列目の互いに隣接する２個の画素と
偶数列目のそれに近接する１個の画素とから構成し、それらを交互に配列させて構成され
ているとともに、
　前記ドレイン信号線は、偶数列目の画素の間を走行する間に鈍角で屈曲させ、そのまま
直線状に延在させた後に、奇数列目の画素の間を走行する間に鈍角で前記屈曲と反対方向
に屈曲されて延在され
　

ていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　ドレイン信号線はゲート信号線と交差する部分において直線状に形成されていることを
特徴とする請求項１ないし３のうちいずれかに記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は液晶表示装置に係り、特に、アクティブマトリクス型のカラー液晶表示装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
アクティブマトリクス型の液晶表示装置は、液晶を介して対向配置される各基板のうち一
方の基板の液晶側の面に、並設される複数のゲート信号線とこれらゲート信号線に交差し
て並設される複数のドレイン信号線とで囲まれた領域を画素領域としている。
【０００３】
そして、各画素領域は、ゲート信号線からの走査信号によって作動するスイッチング素子

10

20

30

40

50

(2) JP 3782015 B2 2006.6.7

、
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と、このスイッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号線が供給される画素電
極とを備えている。
【０００４】
また、このような液晶表示装置において、カラー表示させる場合には、前記各基板のうち
たとえば他方の基板の液晶側の面の各画素にカラーフィルタが形成され、このカラーフィ
ルタは、互いに隣接する３つの画素にそれぞれＲ（赤色）、Ｇ（緑色）、Ｂ（青色）を呈
するフィルタを用いるようになっている。
【０００５】
ここで、いわゆるデルタ配置と称される構成、すなわち、ゲート信号線に沿った画素群で
あって、そのたとえば偶数列目の各画素を奇数列目の各画素に対して１／２画素分シフト
させて配置させるとともに、カラー表示の３画素を、偶数列目の互いに隣接する２個の画
素と奇数列目のそれに近接する１個の画素と、および奇数列目の互いに隣接する２個の画
素と偶数列目のそれに近接する１個の画素とから構成し、それらを交互に配列させた構成
が知られている。
【０００６】
このようなデルタ配置の液晶表示装置は、カラー表示の各３画素を三角形の各頂点に配置
させその輪郭をぼやかすことによって、表示の質の向上を図ることができる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このように構成された液晶表示装置は、上述したように、偶数列目の画素
群を奇数列目の画素群に対して１／２画素分シフトさせて配置させた構成としていること
から、各画素間に走行するドレイン信号線は直角に屈曲する屈曲部を幾つか備えるように
形成され、これが近年の液晶表示装置の高精細化にともなう不都合な点として顕在化され
るに至った。
【０００８】
すなわち、ドレイン信号線の線幅の狭小化にともない、前記屈曲部での断線が発生しやす
くなってきたからである。
【０００９】
この原因は、たとえばフォトリソグラフィ技術による選択エッチングにより前記ドレイン
信号線をパターン化して形成する場合において、該ドレイン信号線の前記屈曲部でのエッ
チング速度が他の部分よりも大きくなるものと推定できる。
【００１０】
本発明は、このような事情に基づいてなされたもので、その目的は、ドレイン信号線の断
線を抑制できる液晶表示装置を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
本願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、以下のと
おりである。
手段１．
本発明による液晶表示装置は、たとえば、液晶を介して対向配置される各基板のうち一方
の基板の液晶側の面に、並設された複数のゲート信号線とこれらゲート信号線に交差して
並設された複数のドレイン信号線で囲まれた領域を画素領域とし、
該画素領域にゲート信号線からの走査信号によって作動するスイッチング素子と、このス
イッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極とを備え、
カラー表示の３画素は、ゲート信号線に沿った偶数列目の互いに隣接する２個の画素と奇
数列目のそれに近接する１個の画素と、および奇数列目の互いに隣接する２個の画素と偶
数列目のそれに近接する１個の画素とから構成し、それらを交互に配列させて構成されて
いるとともに、
前記ドレイン信号線は、偶数列目の画素の間を走行する間に鈍角で屈曲させ、そのまま直
線状に延在させた後に、奇数列目の画素の間を走行する間に鈍角で前記屈曲と反対方向に
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屈曲されて延在されていることを特徴とするものである。
【００１２】
手段２．
本発明による液晶表示装置は、たとえば、液晶を介して対向配置される各基板のうち一方
の基板の液晶側の面に、並設された複数のゲート信号線とこれらゲート信号線に交差して
並設された複数のドレイン信号線で囲まれた領域を画素領域とし、
該画素領域にゲート信号線からの走査信号によって作動するスイッチング素子と、このス
イッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と、この画
素電極との間に電界を生じせしめる対向電極を備え、
カラー表示の３画素は、ゲート信号線に沿った偶数列目の互いに隣接する２個の画素と奇
数列目のそれに近接する１個の画素と、および奇数列目の互いに隣接する２個の画素と偶
数列目のそれに近接する１個の画素とから構成し、それらを交互に配列させて構成されて
いるとともに、
前記ドレイン信号線は、偶数列目の画素の間を走行する間に鈍角で屈曲させ、そのまま直
線状に延在させた後に、奇数列目の画素の間を走行する間に鈍角で前記屈曲と反対方向に
屈曲されて延在されていることを特徴とするものである。
【００１３】
手段３．
本発明による液晶表示装置は、たとえば、液晶を介して対向配置される各基板のうち一方
の基板の液晶側の面に、並設された複数のゲート信号線とこれらゲート信号線に交差して
並設された複数のドレイン信号線で囲まれた領域を画素領域とし、
該画素領域にゲート信号線からの走査信号によって作動するスイッチング素子と、このス
イッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極と、対向電
圧信号線に接続され前記画素電極との間に電界を生じせしめる対向電極を備え、
前記画素電極は有機材料層からなる保護膜の下層側に形成されているとともに、前記対向
電極は前記保護膜の上層側にて前記ドレイン信号線に重畳されたものを有し前記ゲート信
号線に重畳された前記対向電圧信号線と一体に形成され、
カラー表示の３画素は、ゲート信号線に沿った偶数列目の互いに隣接する２個の画素と奇
数列目のそれに近接する１個の画素と、および奇数列目の互いに隣接する２個の画素と偶
数列目のそれに近接する１個の画素とから構成し、それらを交互に配列させて構成されて
いるとともに、
前記ドレイン信号線は、偶数列目の画素の間を走行する間に鈍角で屈曲させ、そのまま直
線状に延在させた後に、奇数列目の画素の間を走行する間に鈍角で前記屈曲と反対方向に
屈曲されて延在されていることを特徴とするものである。
【００１４】
手段４．
本発明による液晶表示装置は、たとえば、手段１ないし３のうちいずれかの構成を前提と
し、ドレイン信号線はゲート信号線と交差する部分において直線状に形成されていること
を特徴とするものである。
【００１５】
手段５．
本発明による液晶表示装置は、たとえば、液晶を介して対向配置される各基板のうち一方
の基板の液晶側の面に、並設された複数のゲート信号線とこれらゲート信号線に交差して
並設された複数のドレイン信号線で囲まれた領域を画素領域とし、
該画素領域にゲート信号線からの走査信号によって作動するスイッチング素子と、このス
イッチング素子を介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素電極とを備え、
カラー表示の３画素は、ゲート信号線に沿った偶数列目の互いに隣接する２個の画素と奇
数列目のそれに近接する１個の画素と、および奇数列目の互いに隣接する２個の画素と偶
数列目のそれに近接する１個の画素とから構成し、それらを交互に配列させて構成されて
いるとともに、
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前記ドレイン信号線はジグザグ状に形成されており、奇数列目の画素の間を走行する間に
鈍角で互いに異なる方向に複数回屈曲させ、そのまま直線状に延在させた後に、偶数列目
の画素の間を走行する間に鈍角で互いに異なる方向に複数回屈曲させて延在されているこ
とを特徴とするものである。
【００１６】
手段６．
本発明による液晶表示装置は、たとえば、手段５の構成を前提とし、ドレイン信号線はゲ
ート信号線と交差する部分において直線状に形成されていることを特徴とするものである
。
【００１７】
なお、本発明は以上の構成に限定されず、本発明の技術思想を逸脱しない範囲で種々の変
更が可能である。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明による液晶表示装置の実施例を図面を用いて説明をする。
実施例１．
《全体の構成》
図２は本発明による液晶表示装置の一実施例を示す全体構成図である。同図は等価回路で
あるが、実際の幾何学的配置に対応させて描いている。
【００１９】
同図において、液晶を介して互いに対向配置される一対の透明基板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２が
あり、該液晶は一方の透明基板ＳＵＢ１に対する他方の透明基板ＳＵＢ２の固定を兼ねる
シール材ＳＬによって封入されている。
【００２０】
シール材ＳＬによって囲まれた前記一方の透明基板ＳＵＢ１の液晶側の面には、そのｘ方
向に延在しｙ方向に並設されたゲート信号線ＧＬとｙ方向に延在しｘ方向に並設されたド
レイン信号線ＤＬとが形成されている。
【００２１】
各ゲート信号線ＧＬと各ドレイン信号線ＤＬとで囲まれた領域は画素領域を構成するとと
もに、これら各画素領域のマトリクス状の集合体は液晶表示部ＡＲを構成するようになっ
ている。
【００２２】
また、ｘ方向に並設される各画素領域のそれぞれにはそれら各画素領域内に走行された共
通の対向電圧信号線ＣＬが形成されている。この対向電圧信号線ＣＬは各画素領域の後述
する対向電極ＣＴに映像信号に対して基準となる電圧を供給するための信号線となるもの
である。
【００２３】
各画素領域には、その片側のゲート信号線ＧＬからの走査信号によって作動される薄膜ト
ランジスタＴＦＴと、この薄膜トランジスタＴＦＴを介して片側のドレイン信号線ＤＬか
らの映像信号が供給される画素電極ＰＸが形成されている。
【００２４】
この画素電極ＰＸは、前記対向電圧信号線ＣＬと接続された対向電極ＣＴとの間に電界を
発生させ、この電界によって液晶の光透過率を制御させるようになっている。
【００２５】
前記ゲート信号線ＧＬのそれぞれの一端は前記シール材ＳＬを超えて延在され、その延在
端は垂直走査駆動回路Ｖの出力端子が接続される端子を構成するようになっている。また
、前記垂直走査駆動回路Ｖの入力端子は液晶表示パネルの外部に配置されたプリント基板
からの信号が入力されるようになっている。
【００２６】
垂直走査駆動回路Ｖは複数個の半導体装置からなり、互いに隣接する複数のゲート信号線
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どおしがグループ化され、これら各グループ毎に一個の半導体装置があてがわれるように
なっている。
【００２７】
同様に、前記ドレイン信号線ＤＬのそれぞれの一端は前記シール材ＳＬを超えて延在され
、その延在端は映像信号駆動回路Ｈｅの出力端子が接続される端子を構成するようになっ
ている。また、前記映像信号駆動回路Ｈｅの入力端子は液晶表示パネルの外部に配置され
たプリント基板からの信号が入力されるようになっている。
【００２８】
この映像信号駆動回路Ｈｅも複数個の半導体装置からなり、互いに隣接する複数のドレイ
ン信号線どおしがグループ化され、これら各グループ毎に一個の半導体装置があてがわれ
るようになっている。
【００２９】
また、ｘ方向に併設された各画素領域に共通な前記対向電圧信号線ＣＬは図中右側の端部
で共通に接続され、その接続線はシール材ＳＬを超えて延在され、その延在端において端
子ＣＬＴを構成している。この端子ＣＬＴからは映像信号に対して基準となる電圧が供給
されるようになっている。
【００３０】
前記各ゲート信号線ＧＬは、垂直走査駆動回路Ｖからの走査信号によって、その一つが順
次選択されるようになっている。
【００３１】
また、前記各ドレイン信号線ＤＬのそれぞれには、映像信号駆動回路Ｈｅによって、前記
ゲート信号線ＧＬの選択のタイミングに合わせて映像信号が供給されるようになっている
。
【００３２】
なお、上述した実施例では、垂直走査駆動回路Ｖおよび映像信号駆動回路Ｈｅは透明基板
ＳＵＢ１に搭載された半導体装置を示したものであるが、たとえば透明基板ＳＵＢ１とプ
リント基板との間を跨って接続されるいわゆるテープキャリア方式の半導体装置であって
もよく、さらに、前記薄膜トランジスタＴＦＴの半導体層が多結晶シリコン（ｐ－Ｓｉ）
から構成される場合、透明基板ＳＵＢ１面に前記多結晶シリコンからなる半導体素子を配
線層とともに形成されたものであってもよい。
【００３３】
《画素の構成》
図３は前記画素領域の一実施例を示す平面図である。また、図４は図３の IV－ IV線におけ
る断面図を、図５は図３の V－ V線における断面図を示している。
【００３４】
各図において、透明基板ＳＵＢ１の液晶側の面に、まず、ｘ方向に延在しｙ方向に並設さ
れる一対のゲート信号線ＧＬが形成されている。
【００３５】
これらゲート信号線ＧＬは後述の一対のドレイン信号線ＤＬとともにほぼ矩形状の領域を
囲むようになっており、この領域を画素領域として構成するようになっている。
【００３６】
このようにゲート信号線ＧＬが形成された透明基板ＳＵＢ１の表面にはたとえばＳｉＮか
らなる絶縁膜ＧＩが該ゲート信号線ＧＬをも被って形成されている。
【００３７】
この絶縁膜ＧＩは、後述のドレイン信号線ＤＬの形成領域においては前記ゲート信号線Ｇ
Ｌに対する層間絶縁膜としての機能を、後述の薄膜トランジスタＴＦＴの形成領域におい
てはそのゲート絶縁膜としての機能を有するようになっている。
【００３８】
そして、この絶縁膜ＧＩの表面であって、前記ゲート信号線ＧＬの一部に重畳するように
してたとえばアモルファスＳｉからなる半導体層ＡＳが形成されている。
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【００３９】
この半導体層ＡＳは、薄膜トランジスタＴＦＴのそれであって、その上面にドレイン電極
ＳＤ１およびソース電極ＳＤ２を形成することにより、ゲート信号線の一部をゲート電極
とする逆スタガ構造の MIS型トランジスタを構成することができる。
【００４０】
ここで、前記ドイレン電極ＳＤ１およびソース電極ＳＤ２はドレイン信号線ＤＬの形成の
際に同時に形成されるようになっている。
【００４１】
すなわち、ｙ方向に延在されｘ方向に並設されるドレイン信号線ＤＬが形成され、その一
部が前記半導体層ＡＳの上面に重畳されてドレイン電極ＳＤ１が形成され、また、このド
レイン電極ＳＤ１と薄膜トランジスタＴＦＴのチャネル長分だけ離間されてソース電極Ｓ
Ｄ２が形成されている。
【００４２】
ここで、前記ドレイン信号線ＤＬは、ｘ方向に並設される画素群であってその１列目の画
素群の間を走行する間に鈍角で屈曲させ、そのまま直線状に延在させた後に、２列目の画
素群の間を走行する間に鈍角で前記屈曲と反対方向に屈曲させ、さらに３列目の画素群、
４列目の画素群を走行する場合も上述したと同様に走行するジグザグ状のパターンとして
形成されている。
【００４３】
このため、隣接するドレイン信号線ＤＬと隣接するゲート信号線ＧＬで囲まれる画素領域
の形状は多角形（図３では６角形）として形成されるようになっている。
【００４４】
また、前記ソース電極ＳＤ２は画素領域内に形成される画素電極ＰＸと一体に形成されて
いる。
【００４５】
すなわち、画素電極ＰＸは画素領域の中央をそのｙ方向に延在した１本の電極から構成さ
れ、前記ドレイン信号線ＤＬと平行になるように屈曲部を有するように形成されている。
換言すれば、前記画素電極ＰＸは該ドレイン信号線ＤＬをｘ方向にそのままシフトさせた
場合のパターンで形成されている。
【００４６】
このように薄膜トランジスタＴＦＴ、ドイレン信号線ＤＬ、ドレイン電極ＳＤ１、ソース
電極ＳＤ２、および画素電極ＰＸが形成された透明基板ＳＵＢ１の表面には保護膜ＰＳＶ
が形成されている。この保護膜ＰＳＶは前記薄膜トランジスタＴＦＴの液晶との直接の接
触を回避する膜で、該薄膜トランジスタＴＦＴの特性劣化を防止せんとするようになって
いる。
【００４７】
なお、この保護膜ＰＳＶはたとえばＳｉＮのような無機材料層からなる保護膜ＰＳＶ１と
樹脂等の有機材料層からなる保護膜ＰＳＶ２の順次積層体から構成されている。このよう
に保護膜ＰＳＶとして少なくとも有機材料層を用いているのは保護膜自体の誘電率を低減
させることにある。
【００４８】
そして、保護膜ＰＳＶ２の上面には対向電極ＣＴが形成されている。この対向電極ＣＴは
前述の画素電極ＰＸと同様にｙ方向に延在されｘ方向に並設された複数（図では２本）の
電極群から構成され、かつ、それら各電極は、平面的に観た場合、前記画素電極ＰＸを間
にして位置付けられるようになっている。
【００４９】
すなわち、対向電極ＣＴと画素電極ＰＸは、一方の側のドレイン信号線から他方の側のド
レイン信号線にかけて、対向電極、画素電極、対向電極の順にそれぞれ等間隔に配置され
ている。
【００５０】
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なお、この対向電極ＣＴにおいても、前記画素電極ＰＸと平行になるように屈曲部を有す
るように形成されている。換言すれば、前記対向電極ＣＴは該画素電極ＰＸをｘ方向にそ
のままシフトさせた場合のパターンで形成されている。
【００５１】
ここで、画素領域の両側に位置づけられる対向電極ＣＴは、その一部がドレイン信号線Ｄ
Ｌに重畳されて形成されているとともに、隣接する画素領域の対応する対向電極ＣＴと共
通に形成されている。
【００５２】
換言すれは、ドレイン信号線ＤＬ上には対向電極ＣＴがその中心軸をほぼ一致づけて重畳
され、該対向電極ＣＴの幅はドレイン信号線ＤＬのそれよりも大きく形成されている。ド
レイン信号線ＤＬに対して左側の対向電極ＣＴは左側の画素領域の各対向電極ＣＴの一つ
を構成し、右側の対向電極ＣＴは右側の画素領域の各対向電極ＣＴの一つを構成するよう
になっている。
【００５３】
このようにドレイン信号線ＤＬの上方にて該ドレイン信号線ＤＬよりも幅の広い対向電極
ＣＴを形成することにより、該ドレイン信号線ＤＬからの電気力線が該対向電極ＣＴに終
端し画素電極ＰＸに終端することを回避できるという効果を奏する。ドレイン信号線ＤＬ
からの電気力線が画素電極ＰＸに終端した場合、それがノイズとなってしまうからである
。
【００５４】
電極群からなる各対向電極ＣＴは、ゲート信号線ＧＬを充分に被って形成される同一の材
料からなる対向電圧信号線ＣＬと一体的に形成され、この対向電圧信号線ＣＬを介して基
準電圧が供給されるようになっている。
【００５５】
ゲート信号線ＧＬを充分に被って形成される対向電圧信号線ＣＬは、そのゲート信号線Ｇ
Ｌからはみ出した部分において、前記画素電極ＰＸの一端部が位置づけられ、これにより
、画素電極ＰＸと対向電圧信号線ＣＬとの間に保護膜ＰＳＶを誘電体膜とする容量素子Ｃ
ｓｔｇが形成されている。
【００５６】
この容量素子Ｃｓｔｇは、たとえば画素電極ＰＸに供給された映像信号を比較的長く蓄積
させる等の機能をもたせるようになっている。
【００５７】
そして、このように対向電極ＣＴが形成された透明基板ＳＵＢ１の上面には該対向電極Ｃ
Ｔをも被って配向膜（図示せず）が形成されている。この配向膜は液晶と直接に当接する
膜で、その表面に形成されたラビングによって該液晶の分子の初期配向方向を決定づける
ようになっている。
【００５８】
さらに、このように構成された透明基板ＳＵＢ１は液晶を介して透明基板ＳＵＢ２が対向
配置され、その透明基板ＳＵＢ２の液晶側の面にはブラックマトリクスＢＭが形成されて
いる。
【００５９】
このブラックマトリクスＢＭは前記対向電極ＣＴ（対向電圧信号線ＣＬ）と対向するよう
にして形成され、かつそれらよりも若干大きな幅を有して形成されている。
【００６０】
ブラックマトリクスＢＭは画素領域の周辺の僅かな領域を除く中央部を露出させた開口部
が形成されたパターンとして形成されている。
【００６１】
そして、該ブラックマトリクスＢＭの開口部にはそれを被うようにしてカラーフィルタＣ
Ｆが形成されている。
【００６２】

10

20

30

40

50

(8) JP 3782015 B2 2006.6.7



《カラーフィルタ》
図１は、前記画素を備える液晶表示部ＡＲの各画素のうち２×６個の互いに隣接する画素
をその外輪郭で示すとともに、各画素のカラーフィルタＣＦの赤色、緑色、青色をそれぞ
れＲ、Ｇ、Ｂで示している。
【００６３】
同図において、２列に配置される各画素のうち１列目の各画素はその図中左側から右側へ
かけてＢ、Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｒ、……、の順に各色を担当するようになっている。
【００６４】
また、２列目の各画素はその図中左側から右側へかけてＲ、Ｇ、Ｂ、Ｒ、Ｇ……、の順に
各色を担当するようになっている。
【００６５】
ここで、１列目の最左端（１番目）の画素、２列目の最左端（１番目）と２番目の各画素
とでカラー表示の一画素が構成されるようになっている。また、１列目の２番目と３番目
の各画素と、２列目の３番目の画素とでカラー表示の一画素が構成されるようになってい
る。
【００６６】
すなわち、カラー表示の一画素は、２列目の互いに隣接する画素同志で底辺とし１列目の
それに近接する１の画素で頂点とする三角形を形成するように配置された各画素と、１列
目の互いに隣接する画素同志で底辺とし２列目のそれに近接する１の画素で頂点とする三
角形を形成するように配置された各画素とからなり、それらが交互に配列されたものとな
っている。
【００６７】
このような各画素の配置は、いわゆるデルタ配置と称されるもので、カラー表示の各色の
輪郭をぼやかすことができ、表示の質の向上を図ることができる。従来では、１列目の各
画素を２列目の各画素に対して１／２画素分シフトさせることによって実現させていた。
【００６８】
しかし、本実施例では、１列目の各画素は２列目の各画素に対して上述のようなシフトは
されておらず、前記ドレイン信号線ＤＬが１列目の画素の間を走行する間に鈍角で屈曲さ
せ、そのまま直線状に延在させた後に、２列目の画素の間を走行する間に鈍角で前記屈曲
と反対方向に屈曲させたジグザグ状のパターンとしている。
【００６９】
すなわち、このようなパターンからなるドレイン信号線ＤＬとゲート信号線ＧＬによって
囲まれた領域を画素領域とすることによって、各画素のデルタ配置を達成させている。
【００７０】
このため、ドレイン信号線ＤＬはその屈曲部がたとえば直角に曲がることを回避でき、比
較的大きな角度を有して曲がった構成とすることから、該屈曲部にての断線の発生を大幅
に抑制することができるようになる。
【００７１】
そして、このような効果は、液晶表示部ＡＲ内にてドレイン信号線ＤＬの一部において断
線防止のため幅を大きくすることなく、一定とすることができる。このため、画素領域の
面積を小さくしてしまうことはなく、いわゆる開口率の低減を抑えることができる。
【００７２】
さらに、３つの画素をデルタ配置させたカラー表示の一画素は、その外輪郭が複雑な多角
形状を形成することから、視覚上の画素の輪郭が滑らかになって、自然画の輪郭がより滑
らかに表現することができる。
【００７３】
なお、このようにカラーフィルタＣＦが形成された透明基板ＳＵＢ２の表面にはたとえば
樹脂膜からなる平坦化膜ＯＣが形成され、この平坦化膜ＯＣの表面には配向膜（図示せず
）が形成されている。
【００７４】
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実施例２．
図６は本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す平面図で、図３に対応した図となっ
ている。また、図７は図６の VII－ VII線における断面図を示している。
【００７５】
図３の場合と比較して異なる構成は、対向電極ＣＴがたとえばゲート信号線ＧＬと同層に
形成されていることにある。
【００７６】
この場合、対向電圧信号線ＣＬは画素領域の上方にゲート信号線ＧＬと平行に形成され、
該対向電極ＣＴは対向電圧信号線ＣＬと一体に形成されている。
【００７７】
また、該対向電極ＣＴは各画素領域ごとに形成され、ジグザグ状のドレイン信号線ＤＬに
平行に形成されている。
【００７８】
実施例３．
図８は本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す平面図で、図３に対応した図となっ
ている。
【００７９】
図３の場合と比較して異なる構成はブラックマトリクスＢＭにあり、このブラックマトリ
クスＢＭはゲート信号線ＧＬに対向するようにして形成され、ドレイン信号線ＧＬに対向
するようには形成されていないことにある。対向電極ＣＴがブラックマトリクスの機能を
兼ねるからである。
【００８０】
これにより、開口率の向上とブラックマトリクスＢＭの形成の容易化が図れるようになる
。
【００８１】
実施例４．
図９は本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す平面図で、図３に対応した図となっ
ている。
【００８２】
図３の場合と比較して異なる構成はブラックマトリクスＢＭにあり、このブラックマトリ
クスＢＭは薄膜トランジスタＴＦＴに対向するようにして形成され、他の領域には形成さ
れていないことにある。
【００８３】
これにより、開口率の向上とブラックマトリクスＢＭの形成の容易化が図れるようになる
。
【００８４】
実施例５．
図１０は本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図で、図１に対応した図とな
っている。
【００８５】
図１の場合と比較して異なる構成は、ドレイン信号線ＤＬはジグザグ状に形成されており
、１列目の画素の間を走行する間に鈍角で互いに異なる方向に２回屈曲させ、そのまま直
線状に延在させた後に、奇数列目の画素の間を走行する間に鈍角で互いに異なる方向に２
回屈曲させて延在されていることにある。
このように構成した場合にも同様の効果が得られることはもちろんである。
【００８６】
実施例６．
上述した実施例では、透明基板ＳＵＢ１側に画素電極ＰＸと対向電極ＣＴが形成され、こ
れらの間の電界のうち該透明基板ＳＵＢ１と平行な成分によって液晶を挙動させるいわゆ
る横電界方式のものについて説明したものである。
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【００８７】
しかし、透明基板ＳＵＢ１側に透光性の導電体からなる画素電極ＰＸを形成し、透明基板
ＳＵＢ２側に透光性の導電体からなる対向電極ＣＴを形成するいわゆる縦電界方式のもの
についても適用できることはいうまでもない。
【００８８】
【発明の効果】
以上説明したことから明らかなように、本発明による液晶表示装置によれば、ドレイン信
号線の断線を抑制できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による液晶表示装置の一実施例を示す概略説明図である。
【図２】本発明による液晶表示装置の一実施例を示す全体構成図である。
【図３】本発明による液晶表示装置の画素の一実施例を示す平面図である。
【図４】図３の IV－ IV線における断面図である。
【図５】図３の V－ V線における断面図である。
【図６】本発明による液晶表示装置の画素の他の実施例を示す平面図である。
【図７】図６の VII－ VII線における断面図である。
【図８】本発明による液晶表示装置の画素の一実施例を示す平面図である。
【図９】本発明による液晶表示装置の画素の一実施例を示す平面図である。
【図１０】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す概略説明図である。
【符号の説明】
ＳＵＢ…透明基板、ＧＬ…ゲート信号線、ＤＬ…ドレイン信号線、ＣＬ…対向電圧信号線
、ＰＸ…画素電極、ＣＴ…対向電極、ＴＦＴ…薄膜トランジスタ、Ｃｓｔｇ…容量素子。
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